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「学
部
長
が
嫌
が
ら
せ
」賠茨

塁蟹
訴授
・

炊バ ψり
茨
城
大
学
人
支
学
部
の
教
授

２
人
が
学
内

で
の
権
威
を
利
用

し
た
嫌
が
ら
せ

一．ア
カ

デ
ミ

ツ

ク

・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト

」
を
受
け

た
と
し

て
、
日
中
重
博

。
人
支

学
部
長
（
６‐

）
に
計
８
８
０
万
円

の
損

害
賠
償
を
求
め
る
訴
訟
を

２３
日
、
水
戸
地
裁

に
起

こ
し
た
。

訴
え
を
起

こ
し
た
の
は
村
中

茨
城
大
２
教
授
が

人
文
学
部
長
提

訴

「嫌
が
ら
せ
受
け
た
」

知
子
（
６０

）
、
館
山
豊
（
６０

）
の
両

教
授
っ
県
庁
で
会
見
し
た
両
教

授
に
よ
る
と
、
２
人
は
２
０
０

４
年
７
月
か

ら
０７
年
３
月
に
か

け
て
田
中
学
部
長
か
ら
計
２６
項

目
に
わ
た

っ
て

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

を
受
け
た
と
い
う
。

村
中
教
授
は
副
学
長
だ

っ
た

０５
年
２
月
、
学
内
の
留
学
生
セ

―∃

ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
人
事
を

巡
り
、
選
任
方
法
を
決
め
る
会

議
を
開
い
た
と

こ
ろ
、
日
中
学

部
長
か

ら

「
人
文
学
部
の
人
事

業
件
に
介
入
し
た
」
と
し
て
謝

罪
を
要
求
さ
れ
た
。
０６
年
７
月

に
は
、
自
分
が
出

て
い
な
い
学

内
の
会
議
で
、
田
中
学
部
長
か

ら
中
傷
さ
れ
た
と
し

て
、
村
中

教
授
が
発
言
内
容
の
開
示
を
求

め
る
と

「
言
論
の
自
由
を
侵
害

し
た
」
な
ど
と
発
言
し
た
と
言

う
。
そ
の
後
も
半
年

に
わ
た
り
、

村
中
教
授
の
副
学
長
辞
任
と
謝

罪
を
要
求
。
村
中
教
授
は
昨
年

３
月
、
任
期
を
前

に
副
学
長
職

を
辞
任
。
前
後
約
３
か
月
間
、

心
療
内
科
に
通
う
な
ど
し
病
気

療
養
し
た
。

ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
は

計
１４
項
目
に
上
る
。

館
山
教
授
は
学
内
の
評
議
員

だ

つ
た
０５
年
７
月
に
学
内
の
事

件

へ
の
対
応
を
巡
り
、
田
中
学

部
長

に
進

言
す
る
と

「
ふ
ぎ
け

た

こ
と
を
言
う
な
。
学
部
長
を

支

え

る

気

が

な

い

な

ら

辞

め

ろ
」
な
ど
２
年
半
に
わ
た
り
中

傷
を
受
け
た
と
い
う
。
そ
の
他

Ｈ
項
目

に
わ
た

っ
て

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
を
受
け
た
と
い
う
。

こ
れ

に
対
し

て
田
中
学
部
長

は

「
訴
状
が
届
い
て
い
な
い
の

で
確

か

な

こ
と

は

言

え
な

い

が

、
事

実

を

露

爆

し

、
・ね
つ

造

し
て
い
る
。
全
く
身
に
党
え

が
な
く
、
裁
判

で
明
ら
か

に
し

た
い
。
両
教
授
の
訴
え
は
常
軌

を
逸
し

て
い
る
」
と
し
て
い
る
。

な
ど
し
た

。

村
中
教
授
は

「
大
学
は

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
が
起
こ
り
や
す

い
環

境
。

合

フ
ス
メ

ン
ト
防
止
救
済

機
能
を
果
た
す
制
度
を
確
立
し

て
ほ
し

い
」
と
話

し
た

。

一
方
、
田
中
学
部
長
は

「
ま

だ
訴
状
が
届
い
て
お
ら
ず
、
確

か
な
こ
と
は
い
え
な
い
が
、
両

教
授
の
訴
え
は
掛
遼
で
根
拠
の

な

い
も
の
。
極
め

て
遺
憾
」
な

ど
と

コ
メ

ン
ト
し
た
。

天
城
六
の
村
中
知
子
教

授

後

し

、
館

山

豊

教

授

，
Ｃ
が

二
十
八
日
記
者
会

見
し
、
学
内
で
田
中
重
薄

人
文
学
部
長
か
ら
嫌
が

ら

せ
を
受
け
た
と
し
て
同
学

部
長
に
慰
謝
料
計
八
百
八

十
万
円
の
支
払
い
を
求
め

る
訴
え
を
水
戸
地
裁
に
起

こ
し
た
と
発
表
し
た
。

村
中
教
授
に
よ
る
と
、

日
中
学
部
長
は
二
〇
〇
五

年
七
月
、
会
議
中
に

一。村

中

（教
授
）
の
資
質
に
疑

念
が
あ
る
」
と
発
言
。
村

中
教
授
は
、
そ
の
後
も
半

年
間
に
わ
た
り
、
学
部
長

か
ら
口
頭
や
文
書
で
辞
任

を
要
求
さ
れ
た
と
い
う
ｃ

館
山
教
授
は
〇
五
年
七

月
、
学
部
内
の
会
議
で
田

中
学
部
長
の
方
針
に
異
読

を
唱
え
た
と
こ
ろ
、
日
中

学
部
長
か
ら

「そ
れ
で
も

研
究
者
か
」
と
威
圧
さ
れ

た
、
と
主
張
し
て
い
る
ｃ

日
中
学
部
長
は

「
訴
状
が

届
い
て
い
な
い
の
で
確
か

な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、

身
に
覚
え
が
な
い
」
と
の

コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
た
ｃ
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茨
大
で
「
ア
カ
ハ
ラ
」

２
教
授
、学
部
長
を
提
訴

役
職
辞
任
を
強
引
に
求
め
ら

れ
る
な
ど
の

「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
を
受
け
た

と
し
て
、
茨
城
大
学
の
人
文
学

部
の
教
授
２
人
が
２８
日
、
同
学

部
の
田
中
重
博
学
部
長
を
相
手

取
り
、
計
８
８
０
万
円
の
損
害

賠
償
を
求
め
る
訴
訟
を
水
戸
地

裁
に
起
こ
し
た
。

提
訴
し
た
の
は
、
同
大
人
文

学
部
の
村
中
知
子
教
授
と
館
山

豊
教
授
。

訴
状
な
ど
に
よ
る
と
、
村
中

教
授
は
平
成
１７
年
、
学
内
人
事

を
め
ぐ
り
、
田
中
学
部
長
か
ら

「
介
入
を
謝
罪
し
ろ
」
と
求
め

ら
れ
、
辞
任
を
要
求
さ
れ
る
な

ど
し
た
。

館
山
教
授
も
学
部
内
の
問
題

を
□
実
に
、
２
年
以
上
に
わ
た

り

「自
覚
が
な
い
の
な
ら
や
め

ろ
」
な
ど
と
、
威
圧
を
受
け
る

損
賠
求
め
学
部
長
訴
え
る

躾
親
智
精
神
的
苦
痛
受
け
た
」

茨
城
大
学
内

で

「
ア
カ

デ

ミ

ッ
ク

ハ
ラ

ス
メ

ン

ト
」
の
被
害
に
遭
い
精
神

的

苦

痛

を

受

け

た

と
。し

て
、
同
大
人
文
学
部
の
村

中
知
子
教
授
後
ｅ
と
館
山

豊
教
授
後
９
が
、
同
学
部

の
田
中
重
博
学
部
長
後

じ

に
対
し
慰
謝
料
な
ど
計
八

百
八
十
万
円
の
損
害
賠
償

を
求
め
る
訴
訟
を
二
十
八

日
、
水
戸
地
裁
に
起
こ
し

た
。

一今
％
呻
魚 記

者
会
見
し
た
両
教
授

に
よ
る
と
、
村
中
教
授
は

二
〇
〇
五
年

二
月
ご
ろ
、

同
大
の
留
学
生
セ
ン
タ
ー

長
人
事
を
め
ぐ
り
、
田
中

腫

毅

れ
な
魏

求

を

受

け

て
体

調

を

崩

し
、
当
時
務
め
て
い
た
副

学
長
職
を
辞
任
せ
ざ
る
を

得

な

か

っ
た

な

ど

と

主

張
。
館
山
教
授
は
同
年
七

月
の
人
文
学
部
内
の
会
議

で
、
田
中
学
部
長
の
意
見

に
異
論
を
唱
え
た
た
め
に

暴
言
を
受
け
、
名
誉
を
傷

つ
け
ら
れ
た
な
ど
と
訴
え

て
い
る
。

提
訴
に
つ
い
て
田
中
学

部
長
は

「
訴
状
が
届
い
て

い
な
い
の
で
確
か
な
こ
と

は
い
え
な
い
が
、
原
告
の

訴
え
は
事
実
を
捏
造
し
た

も

の

で
何

の
根

拠

も

な

い
」
な
ど
と
す
る

コ
メ
ン

ト
を
出
し
た
。



≒
学
部
長
が
パ
ワ
ハ
ラ
」

一次
　

人
文
学
部
２
教
授
、地
裁
に
提
訴

暴
言
な
ど
の

「パ
ワ
ー
一対
応
が
な
く
、
学
内
で
解

織
一
一
”
い
一
一
」
鴻
一棘
け
｝
毎
い
一
一
輩
峰
峰

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
で
名
誉

一
決
で
き
な
か

っ
た

・睦瑚
つりも力一喘榊噛
一残念に思う」と話した。

青
痛
を
受
け
た
と
し
て
、

一　

田
中
学
部
長
は

「訴
状

轟
側
蘇
嗣
製
，
晶
叫碕
爾
％
耐

一人
文
学
部
の
村
中
知
一
郭
一か
相
ど
鍋
醸
一′引
和
な
口

一
授

（
６０
）
と
館

山

豊

教

授

一
が
、
訴
え
は
何
ら
根
拠
が

八
６０
）
が
２８
日
、
田
中
重
博

一
な
く
身
に
覚
え
が
な
い
」

・
学
部
長
（６‐
）
を
相
手
取
り

¨
と

コ
メ
ン
ト
し
た
。

慰
謝
料
な
ど
計
８
８
０
万

“　

　

　

　

【清
野
崇
宏
】

円
の
損
害
賠
償
を
求
め
て

水
戸
地
裁
に
提
訴
し
た
。

訴
え
に
よ
る
と
、
田
中

学
部
長
は
０４
年
７
月
ご
ろ

・
か
ら
、
学
内
の
人
事
を
決

一

一
め
る
委
員
会
や
学
部
の
三

一

一
役
会
議
な
ど
で
、
教
授
の

．

意
見
に
対
し

「
生
意
気
な

．

・
こ
と
を
言
う
な
」
な
ど
と

一
威

圧

す

る

発

言

を

し

た

一

り
、
謝
罪
や
辞
任
を
繰
り

・
返
し
要
求
」ノ
た
り
し
た
と

・

い
う
。
提
訴
の
対
象
は
０４

一

一
年
７
月
～
０７
年
３
月
の
田

一

中
学
部
長
の
行
為
で
、
２

人
で
計
２６
項
目
に
上
る
。

．

２
人
は

「大
学
に
繰
り
返

・

一
し
申
し
立
て
た
が
適
切
な

ｒ

″夕
的
溝

ａ

ギ
杏
馨
ｉ
学
部
長
に
損
賠
請
求

茨
城
大
学
人
文
学
部
ら

教
授
２
人
が
２８
日
、
ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
を
受
け
名
誉
毀
損
や
精

神
的
苦
痛
が
あ

っ
た
と
し

て
、

学
部

長
を
相

手

取

り
、
慰
謝
料
な
ど
総
額
８

８
０
万
円
の
損
害
賠
償
を

求
め
る
訴
訟
を
水
戸
地
裁

に
起
こ
し
た
。
学
部
長
は

「
何
ら
根
拠
が
な
い
も
の
」

と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

訴
え
た
の
は
、
村
中
知

子
教
授

（６０
）
と
館
山
量

教
授

（６０
）
。
２
人
と
代

理
人
の
会
見
に
よ
る
と
、

村
中
教
授
は
２
０
０
４
年

は
教
育
担
当
副
学
長
だ

っ

た
０５
年
２
月
、
留
学
生
セ

ン
タ

ー

の
人

事
を
め

ぐ

り
、
「
人
文
学
部
の
人
事

に
介
入
し
た
」
な
ど
と
謝

罪
を
求
め
ら
れ
る
な
ど
し

た
。
館
山
教
授
は
人
文
字

部
評
議
員
だ

っ
た
同
年
に

問
題
処
理
の
場
で
異
論
を

唱
え
た
と
こ
ろ
、
「
執
行

部
と
し
て
の
自
覚
が
あ
る

の
か
」
な
ど
と
威
圧
や
侮

辱
を
受
け
た
と
い
う
。

２
人
は
昨
年
２
月
と
７

月
、
学
内
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
策
委
員
会
に
苦
情
申

し
立
て
を
し
た
が
結
論
が

出
ず

「
学
内
で
の
自
浄
作

用
に
は
期
待
し
が
た
い
」

と
提
訴
に
踏
み
切

っ
た
。

村
中
教
授
は

「
提
訴
を
契

機
に
大
学
が
自
浄
能
力
を

持

つ
こ
と
を
願
う
。
大
学

の
中
で
問
題
が
解
決
で
き

な
か

っ
た
こ
と
を
残
念
に

思
う
」
と
話
し
た
。

人
文
学
部
長
は

「
訴
状

が
届
い
て
い
な
い
の
で
確

か
な
こ
と
は
い
え
な
い
。

し
か
し
、
経
緯
や
両
教
授

の
主
張
か
ら
、
訴
え
は
事

実
を

わ

い
由

し

て
捏

造

（ね

つ
ぞ
う
）

し
た
も

の

で
何
ら
根
拠
が
な
い
」
、

「
身
に
覚
え
の
な
い

こ
と

で
裁
判
の
中
で
詳
し
く
明

ら
か
に
し
た
い
。
不
当
な

提
訴
に
対
し
て
法
的
に
訴

え
る
な
ど
の
対
暦
を
検
討

し
た
い
」
な
ど
と

コ
メ
ン

ト
し
た
。


